
別紙２ 

事  業  計  画  書 

事 業 名 パソコンによるニートと高齢者の交流事業 

事業の必要性 

及び目的 

＜事業の必要性＞ 

 現在の社会問題として「ニート（若年無業者）」の増加と超高齢化における高齢者の増加が上げら

れる。 

 当会は、現在ニート支援の小規模作業所でパソコン指導をしている、また元気な高齢者対象に名古

屋市昭和区内の各コミュニティセンターで情報格差解消講座を開催しています。 

 前者のニートの若者は、作業所までは出てこられるようになり、作業所で就労支援のためのパソコ

ンの基礎学習は行い社会参加へ繋げようとしているが、そこから次へのステップの就職活動という段

階を迎えると頑なに殻に閉じこもってしまい、容易に足を踏み出せないのが現状です。 

 後者の高齢者は、元気な方は生きがいを持って積極的に人生を謳歌しているが、介護保険の適用さ

れた高齢者は、病気や障害に苦しみ積極的な人生を歩めなくなってしまっている、この差は歴然と現

れ、格差はますます広がりつつあるようです。 

 前者のニートの若者には責任を持って働く意義と意欲を、後者の高齢者には介護状態が悪化しない

ように介護予防を心掛ける必要性があると感じている。 

 ディサービスセンターにて、ニートの若者が要支援高齢者にパソコンを指導し、その中で興味が沸

いた高齢者に信頼のおけるジョブコーチ（引きこもり経験者や人生経験の豊富な当会メンバー）と共

に高齢者宅へ訪問してパソコン指導を行いながら、年齢差があり人生の大先輩である高齢者と色々な

話しをしてもらう。 そのことがニート自身の人生を見詰め直す切っ掛け作りなると思い、この事業

の計画を立案した。 対象先地域は、名古屋市昭和区内とします。 

＜事業の目的＞ 

①ニートの若者に働く意欲を持たせることと社会参加を促進することを目的とする。 

②ニートが、人生経験豊富な高齢者と話しをすることで人生を見詰直す切っ掛け作りを目的にする。

③高齢者が、ニートの若者と話をすることで人生のアドバイザー的存在になることを目的にする。

④高齢者宅へパソコンを貸し出すことにより、IT に興味を持ってもらい情報格差解消を目的にする。

⑤高齢者が、指・頭を使いパソコンを学習することによる介護予防を目的にする。 

・前年度に比して新たな展開と考えている点 
前年度まで、元気で容易に家から出られる高齢者に対してセミナー等で情報格差の解消をしていたが、 

今回の事業では、介護保険適用者にも IT に接する機会を持ってもらうことができ、情報格差の解消 

（デジタルデバイド）活動の推進が大いに期待できる。 

また、ニートの若者に働く意欲の促進や、就労支援が期待できる。 

下記に該当する場合は□にチェック 

□テーマ③の重点助成分野としての応募 

☑新しい活動としての応募 

助成事業完了

後の事業継続

に関する計画

および意向 

・計画内容 

 今回の助成により、各種書類や「パソコンテキスト」「ノートパソコン等の備品」の準備

できたので、ハード面は次年度以降「不要」になった。 

 ニート支援の小規模作業所との連携が重要なので、事業完了後は作業所の協力を得なが

ら就労支援を行っていく。作業所の就職率アップにも繋がりメリットがあることから事業

の継続は可能かと思われる。 今回は昭和区内だが、今後は名古屋市内全域へ広げていく。

・実施財源の確保について 

 ディサービスセンターでのパソコン指導は、レクレーションに有償で取り入れてもらい、

その収入をニートの若者への有償ボランティア費用に充てる。 

期 待 さ れ る

効 果

①  ニートの若者に「働く意欲」を出させ、「社会参加」の促進が期待できる。 

②  ニートの若者が「パソコン指導」の知識を身に付けることにより、「就職活動」を促進

することが期待できる。 

③  ニートの若者が、高齢者と話しをすることにより「人生を見詰直す」切っ掛けになる

ことが期待できる。 

④  高齢者がパソコンを学習することにより、指・頭を使い「介護予防」が期待できます。

⑤  高齢者宅にパソコンを貸し出すことにより、パソコンに触れる機会が増え「IT 推進」

と「情報格差解消」が期待できる。 

⑥  「ニート対策」と「高齢者対策」の二方面での効果が期待できる。 


